
 
 

 
 

 

三菱ＧＯＴ１０００シリーズ専用 
長距離バス接続ケーブル取扱説明書 

 
 
このたびは、弊社のＧＯＴ１０００シリーズ専用ケーブルをお買い上げ頂き誠にありがとうございます。 
ご使用前に本書をよくお読みいただき、正しくご使用くださるようお願い致します。 
 

ケーブル形名：GT15-C100EXSS-1, GT15-C200EXSS-1, GT15-C300EXSS-1 

 
 

セット外観図 

セット形名：ＧＴ１５－Ｃ□□□ＥＸＳＳ－１ ＊１ 

バッファケーブル      延長ケーブル 

    ＋ 

単品形名：ＧＴ１５－ＥＸＣＮＢ   ＧＴ１５－Ｃ□□□ＢＳ(ＦＧ線及びフェライトコア付) 
 

*1：□□□はケーブル長を示す。 

 

【接続方法】 
（１）ＱｎＡＳＣＰＵ，ＡｎＳＣＰＵ 接続時 

 
 
 
 
 
 
 
バッファケーブルをベースユニットに接続してください。 

 
 

（２）ＱｎＡＣＰＵ，ＡｎＣＰＵ 接続時 

 
 
本製品の他に増設ケーブル【ＧＴ１５－ＡＣ□□Ｂ】とバスコネクタ変換ボックス【Ａ７ＧＴ－ＣＮＢ】をご用意頂き、 
バスコネクタ変換ボックスにバッファケーブルを接続してください。 
 

 

(ご注意) Ａ７ＧＴ－ＣＮＢは三菱電機株式会社よりご購入ください。 

 

[ＧＴ１５－ＡＣ□□Ｂ] 

[Ａ７ＧＴ－ＣＮＢ] 

ＱｎＡＣＰＵ，ＡｎＣＰＵ 

ＱｎＡＳＣＰＵ，ＡｎＳＣＰＵ ＧＯＴ１０００シリーズ 

ＧＴ１５－Ｃ□□□ＥＸＳＳ－１ 

ＧＴ１５－Ｃ□□□ＥＸＳＳ－１ 

 

ＧＯＴ１０００シリーズ 

 

 



【取り扱い上の注意事項】 
①コネクタの接続は「カチッ」と音がするまで確実に取り付けてください。 
 ご使用中に接続部が外れ、故障、誤動作、けが、火災の原因となる恐れがあります。 

 
②振動する環境でご使用の際、バッファケーブルCON2側（右下図2ヶ所）をネジで固定してください。 
 ナベ小ネジ：Ｍ４×２５（ユーザ手配品） 締付けトルク範囲：４８～５９N・cm 

 固定ネジの締付けが緩いと、振動によりコネクタ接続部が外れる恐れがあります。 

 固定ネジを締め過ぎると、ネジやコネクタカバーの破損による落下、短絡、誤動作 

 の原因になります。 

 
③主回路や動力線などと束線しないでください。 
 ノイズにより、誤動作の原因になります。100mmを目安に離してください。 

 
④許容曲げ半径以下では使用しないでください。 
 ケーブルを許容曲げ半径(３６mm)以下に曲げると断線の恐れがあります。 

 布設の際は許容曲げ半径の２倍以上、布設後の固定は許容曲げ半径以上としてください。 

 
⑤導電部分（コネクタ部）には直接触らないでください。 
 誤動作、故障の原因になります。 

 
⑥分解、改造はしないでください。 
  故障、誤動作、けが、火災の原因となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先   （住所及び電話番号は変更になることがあります。） 
 
 
 
               〒154-8520 東京都世田谷区太子堂４－１－１(キャロットタワー２０Ｆ) 
 

 
北日本支社 〒984-0042 仙台市若林区大和町2-18-23 ･････････････ (022)238-1761 
  北海道支店 〒004-0041 札幌市厚別区大谷地東2-1-18 ････････････ (011)890-7515 
東京機電支社 〒108-0022 東京都港区海岸3-19-22 ･･････････････････ (03)3454-5511 
中部支社 〒461-8675 名古屋市東区矢田南5-1-14 ･･････････････ (052)722-7602 
  北陸支店 〒920-0811 金沢市小坂町北255 ･･････････････････････ (076)252-9519 
関西機電支社 〒531-0076 大阪市北区大淀中1-4-13 ････････････････ (06)6454-0281 
中四国支社 〒732-0802 広島市南区大州4-3-26 ･･･････････････････ (082)285-2113 
  四国支店 〒760-0072 高松市花園町1-9-38 ･････････････････････ (087)831-3186 
九州支社 〒812-0007 福岡市博多区東比恵3-12-16 ･････････････ (092)483-8207 

 
Ｘ９０３０４０６０１ 

お断りなしに内容を変更することがありますのでご了承ください。                                     ２００４年６月作成 

 


